
４
日
、
第
１
回
市
上
下

水
道
事
業
経
営
審
議
会
が

開
催
さ
れ
、
上
下
水
道
事

業
の
概
要
や
決
算
状
況
、

来
年
度
か
ら
実
施
予
定
の

料
金
収
納
等
包
括
的
業
務

委
託
な
ど
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

業
務
委
託
「
効
果
的

10事
業
運
営
図
る
」

業
務
委
託
に
つ
い
て

は
、

の
業
務
を
３
つ
に

10

区
分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

業
者
の
技
術
力
や
能
力
、

業
務
の
提
案
内
容
を
総
合

的
に
判
断
す
る
「
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」
を

採
用
。
選
定
委
員
会
で
７

月
下
旬
に
受
託
候
補
者
が

選
定
さ
れ
、
選
出
さ
れ
た

３
事
業
者
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
新
た
な
特
別
目
的
会

社
と
３
つ
の
業
務
を
包
括

し
た
委
託
契
約
を
締
結
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

市
は
包
括
的
業
務
委
託

の
目
的
と
し
て
、
「
民
間

活
力
導
入
の
可
能
性
を
追

及
し
、
よ
り
一
層
の
業
務

改
善
、
効
率
か
つ
効
果
的

な
事
業
運
営
及
び
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

料
金
収
納
や
滞
納
整
理

業
務
の
強
化
が
進
む
こ
と

で
、
生
活
困
窮
者
へ
の
徴

収
強
化
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。ま

た
審
議
会
で
は
、
来

年
度
か
ら

年
間
の
水
道

10

事
業
の
方
向
性
を
示
す
指

針
と
な
る
「
水
道
事
業
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
」
と
「
上

下
水
道
事
業
経
営
効
率
化

計
画
の
策
定
」
に
つ
い
て

説
明
が
さ
れ
、
来
年
２
月

に
予
定
す
る
次
回
審
議
会

で
市
当
局
の
提
案
を
も
と

に
協
議
し
決
定
し
て
ゆ
く

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
一
高
い
料
金
の
軽

減
を日

本
共
産
党
市
議
団

は
、
こ
れ
ま
で
議
会
の
場

で
自
治
体
の
業
務
の
一
部

を
「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
」

す
る
料
金
収
納
等
包
括
的

業
務
委
託
に
つ
い
て
、
職

員
の
配
置
転
換
、
委
託
先

と
の
「
偽
装
請
負
」
へ
の

懸
念
、
職
員
の
専
門
的
知

識
を
喪
失
す
る
行
政
力
の

低
下
や
、
そ
れ
に
伴
う
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
反
対
を
し

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
自
治
体

で
も
一
番
高
い
と
言
わ
れ

て
い
る
水
道
料
金
、
下
水

道
使
用
料
に
つ
い
て
も
、

住
民
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
に
も
見
直
し
を
求
め

て
い
ま
す
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

特
養
整
備
は
、な
お
緊
急
課
題

高
い
」
「
１
年
程
度
で
入
所
が
必
要
と

な
る
見
込
み
」
と
判
断
す
る
方
が
８
４

２
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

県
は
待
機
者
が
１
５
５
９
人
減
少
し

た
要
因
と
し
て
、
３
年
間
に
９
０
２
床

増
床
数
さ
れ
た
こ
と
、
居
宅
介
護
を
支

え
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整

備
が
進
ん
だ
こ
と
を
上
げ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
の
待
機
者
は
前
回
比
で
３
４

９
人
減
少
し
ま
し
た
が
、
１
０
０
６
名

と
山
形
市
を
上
回
っ
て
県
内
最
多
と
な

っ
て
い
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
中
核
で
あ
る
特
養

の
整
備
は
、
引
き
続
き
、
介
護
保
険
の

重
大
課
題
で
す
。
（
県
議

関

徹
）

県
に
求
め
て
い
た
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者
の
状
況
に
つ
い

て
、
県
健
康
長
寿
推
進
課
が
お
こ
な
っ

た
調
査
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

入
所
を
申
し
込
ん
で
い
る
人
が
、
前

回
調
査
（
平
成

年

月
）
で
８
２
２

25

10

５
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成

年
28

４
月
１
日
で
は
６
６
６
６
人
で
し
た
。

そ
の
内
、
要
介
護
１
と
２
の
２
０
３

４
人
は
、
認
知
症
な
ど
特
別
の
理
由
の

あ
る
方
以
外
、
入
所
対
象
か
ら
除
外
す

る
制
度
改
悪
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
回
初
め
て
「
緊
急
度
」
も
調

査
さ
れ
、
要
介
護
３
以
上
の
４
６
３
２

人
の
内
、
施
設
が
「
入
所
の
必
要
性
が

委託業務と範囲
①窓口等受付業務

②料金調定業務

③システム関連業務

④料金収納業務

⑤滞納整理業務

⑥検針業務

⑦開閉栓業務

⑧メーター交換業務

⑨庁舎管理業務

⑩浄水施設保守管理業務

委託候補者
第一環境㈱東北支店

（仙台市）

鶴岡管工事協同組合

㈱東北サイエンス

包括的業務委託先
上記の３事業者により設立さ

れた新しい特別目的会社へ

つるおか・たがわ九条の会総会 記念講演

「戦争法と憲法改悪

を許さないために」

講師 宇都宮健児氏
（日本弁護士連合会元会長）

と き：１１月２６日（土）

ところ：つるおか協同の家こぴあ２階ホール

１３時３０分～ つるおか・たがわ九条の会総会

１４時～ 宇都宮健児氏講演 資料代:５００

円

６日、共産党第四学区後援会主催の「加藤太一

さんと一緒に平和を守る歌声の集い」が行われ、

６０余人が参加しました。（記事２面）



３
日
、
日
本
共
産
党
上

郷
支
部
と
日
本
共
産
党
鶴

岡
市
議
団
の
共
催
で
「
ご

み
問
題
学
習
講
演
会
」
が

上
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
環
境

・
資
源
・
廃
棄
物
問
題
研

究
家
で
あ
り
元
衆
・
参
院

議
員
の
岩
佐
恵
美
氏
が
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
会
に
は
上
郷
地
区

の
住
民
な
ど

人
が
参
加

75

し
ま
し
た
。

ご
み
問
題
は
い
の
ち
を

守
る
重
要
な
課
題

岩
佐
氏
は
『
「
ご
み
問

題
の
基
本
」
を
考
え
る
』

と
題
し
て
講
演
、
「
ご
み

問
題
は
環
境
と
資
源
、
い

の
ち
を
守
る
重
要
な
課

題
」
「
ご
み
問
題
は
ま
ち

作
り
に
つ
な
が
る
問
題
で

楽
し
い
課
題
」
「
大
切
な

こ
と
は
燃
や
す
ご
み
の
減

量
、
住
民
と
自
治
体
の
協

力
が
不
可
欠
」
と
話
し
ま

し
た
。

鶴
岡
市
の
問
題
点
と
し

て
、
資
源
化
率
が
低
い
こ

と
と
事
業
系
ご
み
の
割
合

が
高
い
こ
と
と
指
摘
し
ま

し
た
。

「
大
荒
里
山
保
全
す
る

会
」
が
処
分
場
建
設
場

所
変
更
を
訴
え

講
演
に
先
立
っ
て
「
上

郷
地
区
・
大
荒
里
山
の
自

然
と
住
民
の
生
活
環
境
を

保
全
す
る
会
」
の
佐
藤
安

太
郎
氏
が
市
が
計
画
し
て

い
る
上
郷
大
荒
地
区
へ
の

最
終
処
分
場
の
問
題
点
を

上
げ
、
別
の
場
所
へ
の
建

設
を
訴
え
ま
し
た
。

加
藤
太
一
市
議
が
開
会

の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月2日入札分

・市公共下水道事業 汚水3-1H038～045号新設工事（白山地内）（入札16業者うち1
業者欠席、1業者辞退）
(株)誠朋建設 50,000,000円（51,679,000円）工期～29/3/22（落札率96.8％）

10月28日入札分
・市集落排水事業 羽黒中央地区処理施設消雪設備工事(その２)（羽黒町狩谷野目
地内）（入札2業者）
日栄産業(有) 9,370,000円（9,450,000円）工期～29/2/21（落札率99.2％）

10月26日入札分
・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設10-1～2号新設工事（羽黒町黒瀬地内）（入
札8業者うち1業者辞退）
(株)山田工務店 23,650,000円（24,392,000円）工期～29/1/10（落札率97.0％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
10月27日入札分

・旧湯田川小学校解体工事（入札14業者）
(株)山本組 56,500,000円（57,660,000円）工期～29/3/10（落札率98.0％）
・小真木原野球場スコアボード改修工事（入札10業者）
(株)渡会電気土木 68,600,000円（69,260,000円）工期～29/3/29（落札率99.0％）

月

日
、
鶴
岡
市
農

10

26

業
委
員
会
（
三
浦
伸
一
会

長
）
の
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
農
業
の
担

い
手
支
援
策
や
稲
作
農
業

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対

策
な
ど
来
年
度
の
市
の
農

業
振
興
施
策
と
予
算
に
関

す
る
建
議
書
、
「
鶴
岡
産

そ
ば
の
地
産
地
消
に
関
す

る
要
望
書
」
（
発
議
者
・

荻
原
優
太
委
員
＝
日
本
共

産
党
）
な
ど
６
つ
の
議
案

が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

農
業
委
員

人
か
ら

45

20

人
に
削
減

農
業
委
員
は
平
成

年
29

月
に
改
選
を
迎
え
ま
す

11

が
、
こ
の
度
の
総
会
で
農

業
委
員
会
法
改
正
に
伴
う

委
員
定
数
の
改
正
が
提
案

さ
れ
、
現
行

人
か
ら

45

20

人
に
定
数
を
見
直
す
一

方
、
農
地
の
適
正
維
持
を

図
る
た
め
新
た
に
農
地
利

用
最
適
化
推
進
員
（
定
数

人
名
）
を
配
置
す
る
こ

31と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
３
月
の
市
議
会
に

条
例
改
正
議
案
と
し
て
提

出
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

安
倍
政
権
が
「
農
民
の

地
位
向
上
」「
意
見
の
公

表
、
建
議
」
を
削
除

安
倍
政
権
の
も
と
で
、

昨
年
農
業
委
員
会
制
度
の

改
悪
が
行
わ
れ
、
「
農
地

の
番
人
」
「
農
家
の
代
弁

６
日
、
日
本
共
産
党
第

四
学
区
後
援
会
（
須
藤
誠

一
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
加

藤
太
一
さ
ん
と
一
緒
に
平

和
を
守
る
う
た
ご
え
の
集

い
」
が
第
四
学
区
コ
ミ
ニ

ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

集
い
に
は

余
人
が
参

60

加
し
ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
さ
ん
の
司
会

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

集
い
で
は
、
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
奏
者
の
小
林
康
一

さ
ん
の
伴
奏
で
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
を
受
け
た
ボ
ブ
デ

ィ
ラ
ン
の
「
風
に
吹
か
れ

て
」
な
ど
参
加
者
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
応
え
て

曲
を

23

み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。

冒
頭
、
加
藤
太
一
市
議

が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
委
員
会
の

強
行
や
昨
年
の
安
保
法
の

強
行
、
年
金
引
き
下
げ
な

ど
国
民
多
数
の
意
志
に
反

す
る
政
治
を
変
え
よ
う
。

特
に
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ

ン
へ
の
派
遣
は
危
険
。
戦

争
だ
け
は
絶
対
に
や
め
よ

う
の
声
を
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
と
て

も
楽
し
い
企
画
、
ま
た
や

っ
て
下
さ
い
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

者
」
と
し
て
公
選
制
の
選

挙
で
選
ば
れ
て
き
た
委
員

が
、
首
長
の
任
命
制
に
変

わ
り
、
定
員
も
大
幅
に
削

減
さ
れ
ま
す
。

公
選
制
廃
止
は
、
任
命

制
に
変
わ
る
こ
と
で
恣
意

（
し
い
）
的
な
選
任
と
な

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
ま

た
目
的
規
定
か
ら
「
農
民

の
地
位
の
向
上
に
寄
与
す

る
」、
業
務
か
ら
「
農
業
、

農
民
に
関
す
る
意
見
の
公

表
、
建
議
」
を
削
除
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
農
民
の
代

表
機
関
と
し
て
の
権
限
が

弱
め
ら
れ
、
農
地
の
最
適

化
、
流
動
化
の
み
を
行
う

行
政
の
下
請
け
機
関
に
変

質
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

「ごみ問題の基本」と題して講演を行う岩佐

恵美さん（３日、上郷コミュニティーセンター）


